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異文化理解促進プログラム協力講師　自己紹介 

※公開可能な内容のみ記載ください。 

 

 

名前：菅裕 

職業：大学研究者 

所属：県立広島大学 

専門分野：分子進化発生学 

日本語レベル：母語 

英語レベル：講義が可能

出身国や外国で過ごした経験について教えてください： 

地元は呉市。京都大学に進み、博士を取得後、外国で博士研究員として 11

年暮らしました（2013-2018 スイス、2018-2014 スペイン）。その後は生まれ

故郷の広島に戻り、大学の教員をしています。

広島の児童・生徒たちにどんなことを学んでほしいですか： 

広島は若者の転出超過に悩んでいるといわれています。しかし若者はその

ようなことを気にする必要はありません。広島は昔から、大志を抱いて故郷

を後にする若者を気持ちよく送り出してきた土地柄です。心の一部を広島に

置いたまま、どんどん世界に飛び出して欲しいと思います。

自己紹介を自由に記載してください（写真などもお使いください）： 

皆さんカタルーニャがどこにあるか知っていますか？カタルーニャはスペ

インの東北部に位置し、バルセロナを州都とする「Nation」です。そこでは

人間の塔という、組体操を大規模にしたような活動の伝統が息づいています。

私はスペインで研究生活を送っていた時、ひょんなことからこの人間の塔に

深く関わることになりました。私は、人間の塔には、地域の衰退、教育問題、

世代の隔離など、日本社会が抱える多くの問題を解決するヒントがあると考

えています。この日本人にはほとんどなじみのないユネスコ世界文化遺産の

話をしたいと思います。


